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実験３：土壌区として、いなほ粒状培土を用いる対照区、土壌 1L あたりに 2.4g の NaCl を
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※この条件下では出芽しなかった。 
/これは出芽率が種子処理によって出芽率が変化しなかった。よって無処理を薦める。 
表１.土壌区別の出芽率の高い種子処理 
 
NaCl区で、貧栄養土に塩分を加えた場合にすべての処理方法で出芽しなかったのは、塩によ
る土壌硬度の増加の影響が考えられた。 
 
総合考察 
環境条件によって、適する種子処理が異なり、品種によっても影響を受けた。今回の試験で
は、個体間のばらつきが大きく処理の影響が見え難くなってしまったため、反復数を増やす
等、ばらつきを小さくする工夫を行いたい。今後、環境条件および種子処理によって反応が
異なる生理機構について、さらに調査が必要である。 
 
 
